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土
地
利
用
計
画
と
は
、
人
と
自
然
が
調
和

し
、
活
力
に
満
ち
た
町
の
未
来
を
創
造
す
る

た
め
に
、
土
地
施
策
を
中
心
と
す
る
「
ま
ち

づ
く
り
」の
基
本
姿
勢
を
定
め
た
も
の
で
す
。

【
問
合
せ
】
政
策
秘
書
課
政
策
秘
書
班

（
電
話
）
75

－

３
６
５
１

町
を
５
つ
の
エ
リ
ア
に
区
分
し
、
エ
リ
ア
ご

と
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
土
地
利
用
戦

略
を
推
進
し
ま
す
。

①
定
住
・
生
活
・
就
業
拠
点
創
出
エ
リ
ア

　
山
北
・
岸
・
向
原
の
市
街
地
を
中
心
と
し

た
エ
リ
ア
で
、
住
宅
の
誘
導
と
と
も
に
就
業

と
生
活
拠
点
と
し
て
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
平
山
工
業
団
地
、
丸
山
地
区
等
へ

の
企
業
誘
致
を
継
続
し
、
町
民
の
雇
用
の
増

加
に
努
め
、
誘
致
企
業
の
従
業
員
の
住
ま
い

確
保
な
ど
も
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

②
広
域
交
流
ゲ
ー
ト
・
産
業
振
興
エ
リ
ア

　
清
水
地
区
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
で
新

東
名
高
速
道
路
（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
な
ど
の
交
通
ア

ク
セ
ス
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
産
業
・

観
光
の
ゲ
ー
ト
と
し
て
の
土
地
利
用
施
策

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
活
力
の
維

持
を
図
る
た
め
の
新

た
な
地
域
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

１　
土
地
利
用
の
基
本
構
想

　
土
地
利
用
の
基
本
方
針

　
本
計
画
で
は
、「
定
住
対
策
」
に
軸
足
を

置
き
、「
住
宅
供
給
」、「
企
業
誘
致
」、「
観

光
振
興
」、「
地
域
の
拠
点
づ
く
り
」
の
４
つ

を
柱
と
し
て
土
地
利
用
の
計
画
的
な
推
進
を

図
り
ま
す
。そ
し
て
、本
計
画
の
推
進
に
よ
っ

て
、
各
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
良
い
発
展
と
地
域

活
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
エ
リ
ア
別
土
地
利
用
基
本
方
針

　
計
画
的
な
土
地
利
用
を
行
う
に
あ
た
り
、

〜
自
然
と
地
域
性
を
生
か
し
、

　
　
住
み
、遊
び
、働
け
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

山
北
町
第
３
次
土
地
利
用
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

山北スマートインター
チェンジへつながる
清水やまなみ橋

清水やまなみ橋
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③
山
里
定
住
交
流
環
境
形
成
エ
リ
ア

　
高
松
地
区
を
中
心
と
し
た
農
業
エ
リ
ア

で
、
集
落
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
進

め
、
地
域
の
生
活
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　
高
松
分
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
観
光
交
流

機
能
の
導
入
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
健
全
な
森
づ
く
り
を
展
開
し
、
山

里
と
し
て
の
定
住
交
流
環
境
を
形
成
し
ま
す
。

④
自
然
共
生
型
定
住
・
観
光
エ
リ
ア

　
共
和
地
区
に
あ
る
大
野
山
を
中
心
と
し
た

山
間
エ
リ
ア
で
、
大
野
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
活
用
し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
や
平
成

29
年
度
に
一
部
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い

る※

１
山
北
つ
ぶ
ら
の
公
園
（
仮
称
）
な
ど

を
中
心
に
観
光
振
興
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
定
住
の
拠
点
と
し
て
の
土
地
活

用
を
進
め
ま
す
。

⑤
水
源
を
生
か
し
た
観
光
再
生
エ
リ
ア

　
三
保
地
区
を
中
心
と
し
た
水
源
エ
リ
ア

で
、
本
町
の
観
光
拠
点
と
し
て
の
再
生
を
図

る
た
め
に
、
エ
リ
ア
全
体
の
観
光
戦
略
を
再

検
討
し
、
既
存
観
光
施
設
や
学
校
等
跡
地
の

利
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

　
特
に
、※

２
ハ
イ
ツ
＆
ヴ
ィ
ラ
な
か
が
わ

跡
地
に
つ
い
て
は
、
本
エ
リ
ア
の
観
光
・
交

流
の
重
要
な
拠
点
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、

優
先
的
に
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
重
点
的
な
取
り
組
み

　
エ
リ
ア
別
の
土
地
利
用
の
方
針
に
掲
げ

た
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
以
下
の
４

つ
を
重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
ま
す
。

１
．計
画
的
な
住
宅
基
盤
整
備

　
東
山
北
駅
周
辺
の
水
上
地
区
や
尾
先
地

区
等
、
民
間
活
力
の
誘
導
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
計
画
的
な
住
宅
地
整
備
を
進
め
ま
す
。

２
．ハ
イ
ツ
＆
ヴ
ィ
ラ
な
か
が
わ
跡
地
整
備

　
三
保
地
区
の
ハ
イ
ツ
＆
ヴ
ィ
ラ
な
か
が

わ
跡
地
は
、
水
源
を
生
か
し
た
観
光
再
生
エ

リ
ア
の
観
光
・
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
し
、

三
保
地
域
の
観
光
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

３
．ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
整
備

　
新
東
名
高
速
道
路（
仮
称
）山
北
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
を
推
進
し
、
産

業
・
観
光
の
ゲ
ー
ト
と
し
て
、
周
辺
の
土
地

利
用
の
展
開
を
図
り
、
観
光
・
交
流
人
口
の

増
加
と
、
新
た
な
産
業
振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

４
．学
校
跡
地
利
用
計
画

　
各
地
域
の
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
地
域

特
性
を
踏
ま
え
て
、
各
地
域
の
振
興
の
た
め

に
必
要
な
利
用
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

２　
特
定
地
域
土
地
利
用
計
画

　
こ
の
計
画
は
、
神
奈
川
県
特
定
地
域
土
地

利
用
計
画
策
定
指
針
に
基
づ
き
、本
町
の「
特

定
地
域
」（
非
線
引
き
都
市
計
画
区
域
の
用

途
地
域
以
外
の
地
域
及
び
都
市
計
画
区
域

外
の
地
域
）
に
お
け
る
土
地
利
用
の
方
針
を

定
め
る
も
の
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
施
設
立
地
型（
建
築
物
系
）の

土
地
利
用
を
検
討
す
る
「
利
用
検
討
ゾ
ー

ン
」、
施
設
立
地
型（
建
築
物
系
）の
土
地
利

用
を
抑
え
る「
保
全
ゾ
ー
ン
」に
区
分
し
ま
す
。

３　
町
条
例
に
よ
る

　
　
土
地
利
用
調
整
の
方
針

　
町
で
は「
山
北
町
土
地
利
用
に
関
す
る
基
本

条
例
」に
基
づ
き
、主
体
的
に
地
域
の
特
性
に

あ
っ
た
土
地
利
用
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
土
地
利
用
の
調
整

が
必
要
と
認
め
る
政
策
調
整
ゾ
ー
ン
と
し

て
、「
産
業
系
土
地
活
用
地
区
」「
自
然
公
園

内
建
築
誘
導
地
区
」「
定
住
促
進
重
点
地
区
」

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

活力あるまちづくり

丹沢湖の中央部に位置

旧三保中学校

ハイツ＆ヴィラ
なかがわ跡地

国道246号清水橋交差点
から丹沢湖方面へ進むと
すぐの場所

旧清水小・中学校

※

１　
共
和
地
区
の
都
夫
良
野
地
内
で
整
備
が
進
む

　
　
　
県
立
公
園
。 

※

２　
平
成
18
年
に
閉
館
と
な
っ
た
施
設
。
丹
沢
湖

　
　
　
か
ら
北
へ
車
で
約
５
分
の
場
所
に
あ
る
。

重要な拠点
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プレミアム付商品券を発行します
１万円で のお買いもの１万２千円分

【問合せ】山北町商工会　（電話）７６－３４５１
　　　　　山北町役場商工観光課商工観光班　（電話）７５－３６４６

１人１セット（10,000円）から１０セット（100,000円）を限度に販売します。
※小切手は利用できません。現金に限ります。

１人あたりの販売額
及び販売限度額

平成２７年６月２８日（日）から平成２７年１０月３１日（土）まで
※この期間を経過した商品券は無効となりますのでご注意ください。

商 品 券
利 用 可 能 期 間

６月２８日（日）から７月１日（水）午前９時から午後３時まで
※７月１日までに完売しなかった場合、７月２日以降の平日午前９時から午後３時
　までの間に山北町商工会で販売します。

販 売 日 時

６月２８日（日）３,２５０セット
６月２９日（月）から７月１日（水）各日１,０００セット
※先着順に販売し、当日予定している販売上限額となり次第終了となります。

１ 日 当 た り の
販 売 上 限 額

山北町在住・在勤者で、中学校を卒業以上の方、本人に限ります。購 入 で き る 人

プレミアム付商品券発行事業の消費喚起・誘発効果を測定するため、利用者アン
ケートを実施しますのでご協力ください。利用者アンケート

山北町役場１階　ご用ききスペース販 売 場 所

山北駅前商店街

　山北町と南足柄市、大井町、松田町、開成
町の１市４町では、足柄上地区における消
費需要を喚起するとともに、地域経済の活
性化を図るため、足柄上地区商工会連絡協
議会（南足柄市商工会・足柄上商工会・山
北町商工会）と連携して「あしれんプレミ
アム商品券」を発行します。
　今回発行する「あしれんプレミアム商品
券」は、１市４町の参加登録店舗で商品の
購入やサービスの提供を受けることができ
る券で、12,000円分（1,000円券12枚つづ
り）を10,000円で購入することができます。
　商品券取扱店は各市町がそれぞれの町（市）域内で地域振興に貢献する商店等を指定します。



　
そ
の
他
に
、
自
治
会
集
会
施
設
へ
の
補
助
や
自
治

会
要
望
、
自
治
会
長
手
当
な
ど
自
治
会
活
動
に
関
す

る
こ
と
、
ま
た
総
合
防
災
訓
練
や
自
主
防
災
組
織
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
に
つ
い
て
な
ど
の
地
域
防
災
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
今
後
自
治
会
活
動
を
す
る
上
で
重
要

な
事
項
が
説
明
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
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自
治
会
長
及
び
婦
人
会
長
を
対
象
に
、平
成
27
年
度

自
治
会
長
研
修
会
並
び
に
広
報
委
員
研
修
会
が
、５
月

15
日
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
で
あ

り
、
地
域
の
代
表
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

に
、
町
の
仕
事
や
町
か
ら
お
願
い
す
る
こ
と
な
ど
を

説
明
す
る
た
め
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
今
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
町
長
か

ら
説
明
が
さ
れ
る
と
と
も
に
、
広
報
委
員
、
社
会
福

祉
協
議
会
福
祉
協
力
委
員
、
足
柄
上
地
区
防
犯
協
会

地
域
防
犯
連
絡
員
の
委
嘱
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
広
報
委
員

　
広
報
委
員
は
、
町
の
広
報
紙
や
各
種
文
書
、
回
覧

等
の
配
布
、
要
望
事
項
の
取
り
ま
と
め
な
ど
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
町
か
ら
各
正
副
連
合
自
治
会
長

及
び
自
治
会
長
、婦
人
会
長
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
協
力
委
員

　
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
協
力
委
員
は
、
福
祉
関
係

の
各
種
募
金
や
社
資
の
集
金
、社
協
広
報
紙
の
配
布
、

福
祉
バ
ザ
ー
出
品
収
集
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
各
正
副
連
合
自
治
会

長
及
び
自
治
会
長
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
足
柄
上
地
区
防
犯
協
会
地
域
防
犯
連
絡
員

　
足
柄
上
地
区
防
犯
協
会
地
域
防
犯
連
絡
員
は
、
地

域
住
民
の
方
々
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
警
察
へ
の

要
望
や
意
見
の
取
り
ま
と
め
、
地
域
に
お
け
る
自
主

的
防
犯
活
動
、
警
察
か
ら
の
連
絡
文
書
等
の
回
覧
、

配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
松
田
警
察
署

か
ら
各
連
合
自
治
会
長
及
び
自
治
会
長
に
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。

自治会長・広報委員研修会を開催
地域の代表として

活発な意見交換 委嘱を受ける瀬戸利男連合自治会長

【
問
合
せ
】
企
画
財
政
課
企
画
班

　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
）
75

－

３
６
５
２
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農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ
る
委
員
10

人
と
町
議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
る
委
員
、
農

業
協
同
組
合
か
ら
推
薦
さ
れ
る
委
員
で
構

成
さ
れ
、
主
に
農
地
に
か
か
わ
る
法
令
業

務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
選
挙
に
よ
る
10
人
は
、
立
候

補
者
が
定
数
と
同
数
で
あ
っ
た
た
め
、４
月

20
日
に
無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
推
薦
に
よ
る
委
員
は
、
３

月
12
日
の
議
会
で
、
１
人
が
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
し
い
農
業
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。
任
期
は
平
成
27
年
５
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
４
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

（
敬
称
略
）

○
選
挙
当
選
に
よ
る
委
員

　
　
関　
千
代
治
（
萩
原
）

　
　
籔
田　
源
一
（
谷
ケ
）

　
　
小
瀨　
純
一
（
平
山
）

　
　
青
木　
敏
夫
（
上
清
水
）

　
　
遠
藤　
隆
雄
（
上
本
村
）

　
　
杉
本　
正
光
（
玄
倉
）

　
　
加
藤　
　
進
（
湯
本
平
）

　
　
深
野　
良
文
（
湯
坂
）

　
　
岡
部　
光
雄
（
斑
目
）

　
　
岩
本　
公
治
（
深
沢
）

○
町
議
会
の
推
薦
に
よ
る
委
員

　
　
髙
杉　
光
男
（
尺
里
東
）

○
農
業
協
同
組
合
の
推
薦
に
よ
る
委
員

　
　
小
瀬　
宏
彰
（
平
山
）

【
問
合
せ
】
山
北
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
総
務
防
災
課
内
）

（
電
話
）
75

－

３
６
４
３

 　
　
　
　
　
山
北
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
環
境
農
林
課
内
）

（
電
話
）
75

－

３
６
５
４

町
の
農
業
の
推
進
の
た
め
に

　
　̶

農
業
委
員
12
人
が
決
ま
り
ま
し
た̶
臨
時
議
会
開
催

農業委員会の活動の様子

議
　
長
に
　
府
川
　
輝
夫
氏

副
議
長
に
　
瀬
戸
　
顯
弘
氏

　
５
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
正
・
副
議
長
の
選
挙
、
各
常
任
委
員
会

の
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

◎
は
委
員
長
（
会
長
）、
○
は
副
委
員
長
（
副
会
長
）。

《
福
祉
教
育
常
任
委
員
会
》

　
　
◎
原　
　
憲
司

　
　
○
鈴
木　
登
志
子

　
　
　
熊
澤　
友
子

　
　
　
藤
原　
　
浩

　
　
　
児
玉　
洋
一

　
　
　
瀬
戸　
顯
弘

　
　
　
庄
野　
京
子

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
◎
渡
辺　
良
孝

　
　
○
鈴
木　
登
志
子

　
　
　
原　
　
憲
司

　
　
　
瀬
戸　
顯
弘

　
　
　
小
栗　
直
治

　
　
　
川
村　
俊
治

【
広
報
広
聴
委
員
会
】

　
　
◎
藤
原　
　
浩

　
　
○
石
田　
照
子

　
　
○
小
栗　
直
治

　
《
広
報
分
科
会
》

　
　
◎
石
田　
照
子

　
　
○
児
玉　
洋
一

　
　
　
井
上　
正
文

　
　
　
瀬
戸　
恵
津
子

　
　
　
鈴
木　
登
志
子

　
　
　
庄
野　
京
子

【
常
任
委
員
会
】

　
《
総
務
環
境
常
任
委
員
会
》

　
　
◎
川
村　
俊
治

　
　
○
小
栗　
直
治

　
　
　
井
上　
正
文

　
　
　
石
田　
照
子

　
　
　
瀬
戸　
恵
津
子

　
　
　
渡
辺　
良
孝

　
　
　
府
川　
輝
夫

　
《
広
聴
分
科
会
》

　
　
◎
小
栗　
直
治

　
　
○
熊
澤　
友
子

　
　
　
原　
　
憲
司

　
　
　
瀬
戸　
顯
弘

　
　
　
川
村　
俊
治

　
　
　
渡
辺　
良
孝

【
監
査
委
員
】

　
　
　
小
栗　
直
治

【
一
部
事
務
組
合
議
員
】

　
《
足
柄
上
衛
生
組
合
》

　
　
　
府
川　
輝
夫

　
　
　
原　
　
憲
司

　
《
足
柄
西
部
清
掃
組
合
》

　
　
　
府
川　
輝
夫

　
　
　
瀬
戸　
顯
弘

　
　
　
川
村　
俊
治

議
　
長
　
府
川
輝
夫

副
議
長
　
瀬
戸
顯
弘

山北町議会議場
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４
月
７
日
に
交
通
指
導
隊
の
辞
令
交
付

式
、
４
月
16
日
に
防
犯
指
導
隊
の
辞
令
交

付
式
が
そ
れ
ぞ
れ
山
北
町
役
場
で
行
わ
れ
、

各
隊
員
が
湯
川
町
長
か
ら
辞
令
を
受
け
ま

し
た
。
交
通
指
導
隊
は
交
通
指
導
や
交
通

道
徳
の
普
及
に
関
す
る
活
動
を
、
防
犯
指

導
隊
は
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
防
犯
指
導
に
関
す
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
辞
令
は
任
期
満
了
に
伴

い
新
た
に
任
命
さ
れ
た
も
の
で
、
任
期
は

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
交
通
指
導
隊
】

　
隊　
長　
湯
川　
茂
樹
（
湯
坂
）

　
副
隊
長　
滝
本　
昇
（
越
地
）

　
副
隊
長　
荻
野　
智
一
（
上
本
村
）

　
副
隊
長　
髙　
　
佳
信
（
山
市
場
）

　
　
　
　
　
吉
田　
公
彦
（
越
地
）

　
　
　
　
　
井
上　
達
夫
（
怒
杭
文
化
）

　
　
　
　
　
松
澤　
大
輔
（
尺
里
西
）

　
　
　
　
　
田
中　
正
一
（
山
市
場
）

　
　
　
　
　
武　
　
英
男
（
宮
地
）

　
　
　
　
　
小
菅　
英
二
郎
（
馬
場
）

　
　
　
　
　
荻
野　
裕
一
（
上
本
村
）

　
　
　
　
　
加
藤　
信
行
（
根
下
）

　
　
　
　
　
髙
橋　
栄
治
（
畑
）

　
　
　
　
　
加
藤　
洋
一
（
山
市
場
）

　
　
　
　
　
児
玉　
洋
一
（
畑
）

　
　
　
　
　
松
下　
健
太
（
下
本
村
）

　
　
　
　
　
府
川　
仁
（
斑
目
）

☆
新
隊
員　
佐
野　
益
久
（
上
清
水
）

☆
新
隊
員　
髙
橋　
圭
一
（
畑
）

☆
新
隊
員　
府
川　
智
之
（
宿
）

交
通
指
導
隊
、
防
犯
指
導
隊
の
新
体
制

●
大
切
な
文
化
財
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
文
化
財
保
護
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

防犯指導隊活動の様子

交通指導隊活動の様子

　
文
化
財
の
保
護
、
調
査
・
研
究
、
指
定
に
つ
い
て
の
意
見
や
提
案
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く

文
化
財
保
護
委
員
が
、
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
財
保
護
委
員
は
国
指
定

天
然
記
念
物
「
箒
ス
ギ
」
や
県
指
定
天
然
記
念
物
「
山
北
町
高
杉
の
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
」
の
巡

回
調
査
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
任
期
は
４
月
１
日
か
ら
４
年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

　
　
　
安
藤　
文
一
（
松
田
町
）　
　
　
茂
木　
哲
夫
（
平　
　
山
）

　
　
　
岩
本　
宣
夫
（
都
夫
良
野
）　
　
　
河
合　
剛
英
（
湯　
　
坂
）

　
　
　
杉
本　
顕
彦
（
萩
原
下
）　
　
　
山
崎　
　
泰
（
水　
　
上
）

　
　
　
箱
山
富
美
子
（
日　
　
向
）　
　
　
星
野　
和
子
（
小
田
原
市
）　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
次
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
　
　
武
井　
昭
子
（
湯　
　
坂
）　
　
　
大
井　
み
ち
（
大
井
町
）

●
社
会
教
育
の
振
興
を
目
指
し
て

　
社
会
教
育
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
社
会
教
育
に
関
す
る
計
画
の
立
案
や
、
社
会
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
調
査
・
研
究
な
ど

を
し
て
い
た
だ
く
社
会
教
育
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

（
敬
称
略
）

　
武　
昭
好
、
清
水　
隆
（
山
北
地
区
） 

河
合　
剛
英
、
小
西　
澄
夫
（
岸
地
区
）

　
猪
狩　
利
夫
、
石
田　
幸
雄
（
向
原
地
区
） 

井
上　
美
江
子
（
共
和
地
区
）

　
細
谷　
俊
一
（
清
水
地
区
） 

高
橋　
隆
史
（
三
保
地
区
）

　
近
藤　
千
津
子
（
婦
人
会
連
絡
協
議
会
代
表
） 

髙
橋　
栄
治
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
会
代
表
）

　
諸
星　
カ
ツ
（
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
代
表
） 

米
山　
孝
（
校
長
・
園
長
会
代
表
）

　
な
お
、
次
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
茂
川　
正
明
（
山
北
地
区
） 

室
伏　
静
子
（
岸
地
区
）

　
成
澤　
岩
夫
、
小
澤　
一
士
（
向
原
地
区
） 

鈴
木　
康
弘
（
三
保
地
区
）

　
増
田　
志
津
子
（
婦
人
会
連
絡
協
議
会
代
表
）

　
山
崎　
誠
一
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
代
表
） 

山
﨑　
恵
美
子
（
校
長
・
園
長
会
代
表
）

【
防
犯
指
導
隊
】

隊　
長　
加
藤　
忠
佳
（
前
耕
地
）

副
隊
長　
川
本　
渉
（
越
地
）

　
　
　
　
井
上　
一
美
（
田
屋
敷
）

　
　
　
　
鈴
木　
收
（
越
地
）

　
　
　
　
三
尋
木　
裕
介
（
玄
倉
）

　
　
　
　
二
宮　
啓
（
田
屋
敷
）

　
　
　
　
藤
原　
晶
（
堂
山
）

　
　
　
　
尾
﨑　
雅
弘
（
根
下
）

　
　
　
　
井
上　
優
（
高
松
）

　
　
　
　
杉
本　
大
輔
（
玄
倉
）

　
　
　
　
遠
藤　
雅
史
（
峰
下
）

　
　
　
　
石
田　
保
男
（
原
耕
地
）

　
　
　
　
渡
部　
秀
明
（
平
山
）

　
　
　
　
鈴
木　
由
三
（
田
屋
敷
）

　
　
　
　
湯
川　
哲
（
畑
）

　
な
お
、
次
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

【
交
通
指
導
隊
】

　
　
露
木　
孝
平
（
宿
）

　
　
芳
賀　
信
一
（
畑
）

　
　
大
槻　
章
吾
（
水
上
）
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　我が家には５歳・幼稚園年長の大貴と、１歳の明花里
が居ます。大貴は幼稚園に入園した頃は『幼稚園に行き
たくない～』と泣いて困らせていましたが、今ではすっか
り幼稚園にも慣れて、お友達も沢山出来て、楽しく元気
に幼稚園に通っています。
　明花里は出産時に2,020㌘しかなく、小さくて可哀想
で心配でしたが、健康にすくすく育ち、色々な事に興味
を持ち始め、まるで小さな探検家です。何でも大貴のマ
ネをして必死に追い掛けて、今では同じ物を二つ用意し
ないと、取り合いのケンカになります！歳が四つ離れて
いるので、明花里が生まれた頃は、兄妹で一緒に遊べる
かなぁ…と思っていましたが、大貴も明花里が可愛いよう
で、2人で仲良く遊んでいると兄妹って良いなぁ…といつも
微笑ましい気持ちになります。
　子どもたちは私の事を『あーちゃん、あーちゃん』と
呼びます。これは、 大貴が小さい頃にうまくお母さんと
呼べず、いつの間にかあーちゃんと呼ぶようになってい
ました‼今では２人であーちゃん、あーちゃんです！で
すが、大貴も、もうじきおのずとお母さんと呼ぶように
なるんだろうなぁと思うと、淋しい気持ちにもなります
が、これからもどんどん成長していく子どもたちのその
時その時を見守り、兄妹仲良く健康に、そして視野の広
い子どもたちに育って欲しいと願っています。

（お話は、お母さんの琴絵さん）

お父さん　山口　貴弘さん
お母さん　　　　琴絵さん
　　　　　　　　大貴くん ５歳
　　　　　　　　明花里ちゃん　１歳
おばあさん　　　しげ子さん
ひいおばあさん　鈴子さん

ひろ き

　あ　か　り

山口さんご家族
＜玄倉＞

瀬戸　安美さん
（８０２０運動推進員）

8020運動推進員はどのような活動をされていますか。
　まず8020運動とは、80歳になっても自分
の歯を20本残すことを目標にしている運動
です。推進員はその手助けをするため、地域

の健康づくり教室や障害者就労支援事業所などでお口の
体操「健口体操」を行っています。
　また、町内のイベントなど不特定多数の方が集まる場
所でも活動し、広く町民の方へ啓発することを心掛けて
います。現在山北町には推進員が５名おり、みんなで協
力し合いながら活動を進めています。今後はみなさんが
慣れ親しんでいるラジオ体操のように「健口体操」を広
めていきたいと思っています。

今後はどのような活動をしていきたいですか。
　最近少しずつ「健口体操」を知っていただ
けていると感じていますが、歯の健康だけで
なく、話すことや食べることなど、口の機能の

維持向上のためにも「健口体操」は重要であるということ
を更に広めていきたいと考えています。そのために保健所
で行われる研修会などに参加し、学んだことを町民の方へ
還元できるようにしていきたいと思っています。
　また、この活動を継続していくために、推進員の人数
を増やす工夫をするとともに、これまでと同じように地
道な活動を続けていきたいと思います。

今まで活動してきた中で印象に残っていることはなんですか。
　地域の健康づくり教室で「健口体操」をし
ていた時に、参加者から「だ液がどっと出て
きたよ」とすぐに反応が返ってきて、瀬戸さ

んが上手に教えてくれたからと言ってもらえたことはす
ごく良く覚えています。
　また障害者就労支援事業所では、はじめは聞くだけ
だった子が上手にコミュニケーションを取れるように
なったり、保護者の方から「健口体操」のおかげで最近
子どもが話す言葉がはっきりしてきたと言ってもらえた
時はすごくうれしかったです。

　瀬戸安美さんは、平成24年より8020運動推進員を務め
られており、歯や口の健康に関する運動を広める活動にご
尽力されています。今回は、瀬戸さんにお話を伺いました。

Town YAMAKITA
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　ゴールデンウイークも終わり梅雨や夏休み、台風と水難事
故が増える季節を前に、清水地区の河川で小田原市消防救
助隊が流水救助訓練を行いました。場所は河内川と鮎沢川
の合流した付近です。隊員の方々が交替で遭難者／救助者
の役になり救助訓練を行なっていました。実際に事故が起
こった時には命がけの救助が行なわれると思うと頭が
下がる思いで見ていました。皆様、河川でのレジャー
を楽しむ時にはくれぐれも事故を起こさない様に注意
してくださいね。　　　　　　　　（白井　悦子さん）

文命祭

小田原市消防救助隊流水救助訓練

さまざまな情報町のさまざまな情報をお伝えします！
町民レポ

ーターが

個人で管理する部分の漏水
　…町の指定工事店に連絡をして、修繕を
　　してください。（個人負担となります）

公道部分の漏水
　…役場上下水道課にご連絡ください。

　水道は、私たちの快適な暮らしや、さまざまな活動を
支える大切な施設です。
　毎年６月１日から７日は「水道週間」として、水道を
利用される方々の理解と関心を高めるため、全国的に水
道に関する啓発事業が行われています。

水道週間です
６月１日（月）から７日（日）は

公　道

官
民
境
界
線

止水栓

M

配
水
管

給水装置
個人で管理する部分（水道メーターを除く） 町で管理する部分

あっ、漏水！そんなときは・・・

※町の指定工事店については、上下水道課ま
　でお問合せください。
※メーター検針に支障がないよう、メーター
　ボックスの中も管理してください。

【問合せ】上下水道課管理班（電話）７５－３６４５

町ホームページでも、本誌でお伝えできなかった様々なレポートを掲載しています。

　文命西堤の文命祭が今年も５月５日に挙行されました。
岩流瀬の文命祭は大口の文命祭とは異なり、子ども相撲や
出店などはありません。
　先人の偉業を偲び、籔田宮司による神事が行われ、終了
後荻窪用水に多大な功績を残された川口廣蔵の墓参をし、
高齢者いきいきセンターで講師の茂木哲夫氏による、酒匂
川の災害・復興策について、宝永５（1708）年から延享
４（1747）年までの幕府直接支配の講話を聴きました。

（中村　義治さん）

しの
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度
を
調
べ
る「
眼
底
検
査
」が
あ
り
ま
す
。

※

特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
に
は

事
前
の
申
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
は
電
話
で
で
き
ま
す
。

※

町
が
実
施
す
る
特
定
健
診
は
町
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

※

特
定
健
診
の
日
時
や
場
所
に
つ
い
て
は

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
保
険
健
康
課

　
　
　
　
保
険
年
金
班

（
電
話
）
75

－

３
６
４
２

　
　
　
　
健
康
づ
く
り
班

（
電
話
）
75

－

０
８
２
２

第39号
元
気
な
生
活
の
た
め
に
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

・・・で
も
特
定
健
診
っ
て
ど
ん
な
検
査
な
の
？

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

6
月
26
日（
金
）  

風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、

　
当
日
利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ

れ
た
方
全
員
に
、次
回
平
日
ご
利

用
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
町
Ｈ
Ｐ

　
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

肝
機
能
　
Ａ
Ｓ
Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）、

　
　
　
　
Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）、

　
　
　
　
γ‐

Ｇ
Ｔ（γ‐

Ｇ
Ｔ
Ｐ
）

　
肝
臓
の
働
き
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
「
沈
黙
の
臓
器
肝
臓
」
は
、
症
状
が
表

れ
に
く
く
、
異
変
に
気
づ
い
た
時
に
は
か

な
り
悪
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

放
置
す
る
と
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
進
行
す

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

尿
　
酸

　
血
液
中
の
尿
酸
の
量
を
測
り
ま
す
。

　
「
プ
リ
ン
体
」
分
解
後
の
老
廃
物
で
あ

る
尿
酸
が
体
内
で
増
え
す
ぎ
た
状
態
が
高

尿
酸
血
症
で
す
。
余
分
な
尿
酸
は
結
晶
化

し
て
関
節（
特
に
足
の
親
指
）に
た
ま
り
、

激
痛
を
伴
う
痛
風
発
作
を
起
こ
し
ま
す
。

腎
臓
に
た
ま
り
腎
障
害
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
特
定
健
診
に
は
、
こ
の
他
に
も
貧
血
の

有
無
を
調
べ
る
「
貧
血
検
査
」
や
、
心
臓

の
機
能
を
調
べ
る
「
心
電
図
検
査
」、
眼

の
奥
の
網
膜
の
状
態
か
ら
動
脈
硬
化
の
程

　
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
は
、
糖

尿
病
や
高
血
圧
症
等
の
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
着
目
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

血
　
圧

　
血
圧
と
は
、
血
液
が
血
管
を
流
れ
る
と

き
に
血
管
に
与
え
る
圧
力
の
こ
と
で
す
。

　
血
圧
が
高
い
と
血
管
の
内
側
が
傷
つ
い

た
り
、
心
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

　
傷
つ
い
た
血
管
の
内
壁
に
脂
質
が
た
ま

り
や
す
く
な
り
、動
脈
硬
化
が
進
み
ま
す
。

放
置
す
る
と
、
あ
る
日
、
高
い
圧
力
に
耐

え
切
れ
な
く
な
っ
た
血
管
が
切
れ
た
り
、

詰
ま
っ
た
り
し
て
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

脂
　
質
　
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

　
　
　
　
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

　
　
　
　
中
性
脂
肪

　
血
液
の
中
の
脂
質
の
量
を
測
り
ま
す
。

　
血
液
中
の
善
玉
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
減
り
、
悪
玉
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）
コ
レ

糖
代
謝
　
血
糖
値
、Ｈ
ｂ
Ａ
１ｃ
、尿
糖

　
糖
尿
病
の
危
険
性
を
チ
ェッ
ク
し
ま
す
。

　
血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
く
と
、
ブ
ド

ウ
糖
が
血
管
を
痛
め
つ
け
、
糖
尿
病
網
膜

症
や
糖
尿
病
腎
症
、
糖
尿
病
神
経
障
害
な

ど
全
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

腎
機
能
　
尿
た
ん
ぱ
く
、ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、

　
　
　
　
尿
潜
血

　
腎
臓
の
働
き
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
腎
障
害
を
放
置
す
る
と
慢
性
腎
不
全
に

進
行
し
、
人
工
透
析
が
必
要
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
え
る
と
、
血
管
の
内
壁

に
脂
質
が
こ
び
り
つ
き
動
脈
硬
化
が
進

み
、
血
の
か
た
ま
り
（
血
栓
）
が
で
き
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
血
栓
が
脳
や
心
臓
の
血
管
を
詰
ま
ら

せ
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
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～心の豊かさは学びから「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」～

『誰もが失いたくない仲間がいる！！』
あのユニバーサル・スタジオが贈る、ドキドキと笑いと感動に満ちた大ヒット作を「夏休みアニ
メ上映会」で上映します。ご家族、お友達とご一緒に生涯学習センターでぜひご覧下さい。

○c 2013 Universal Studios. All Rights Reserved.

怪盗グルーの
ミニオン危機一発

最強？の仲間、ミニオンたちに史上最大のピンチがやってきた！？

７月25日（土）
13：30～15：10
（13：00開場）

１階 多目的ホール

300名（入場無料・要入場券）

６月９日（火）9：00より、生
涯学習センター、清水支所、三
保支所にて申込みと同時に入場
券を配布します。定員になり次
第、締め切りとなります。

日　　時

場　　所

定　　員

申込方法

日本語吹き替え版
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◎教室についての申込み、問合せについては生涯学習センター事務室Tel（75）3131までどうぞ！

＊6月3日（水）９：００から申込みの受付をします。
　定員になりしだい締め切りとなります。
＊6月3日（水）９：００から申込みの受付をします。
　定員になりしだい締め切りとなります。

苔玉作り教室
日　時　７月５日（日）９：３０～１１：００
内　容　苔玉と草花で簡単なミニ盆栽を作ります。
対　象　一般（定員１５名）
講　師　綱島　安幸さん（大井町文団連）
参加費　６００円
持ち物　汚れても良い服装・エプロン・薄手の手袋・筆記用具
　　　　※好きな草花や小枝、流木や石などを持参すれば、
　　　　　オリジナルの盆栽を作ることができます。 写真は前回の作品より

　７月７日は七夕です。生涯学習センターでは、七夕飾り用に竹を６月
30日（火）から７月７日（火）までの期間、１階ホワイエに設置します。
　会場にはたくさんの短冊や折り紙などを用意しますので、叶えたい願
い事を書いて飾ってみませんか。多くの方のご来場お待ちしております。

～七夕飾りを作ろう！～

写真は前回の展示より

日　時　６月９日（火）～６月２３日（火） ９：００～１７：００
　　　　（ただし、９日は１３：００から、２３日は１５：００まで）   
場　所　１階ロビー　　
主　催　広美会

広美会「ちぎり絵展」を開催します！

写真は前回の様子より

山北美術協会春季小作品展【５月２０日（水）～２７日（水）】

川村・清水小学校閉校写真展【５月１日（金）～１９日（火）】

ロビー展示を開催しました！ 
前 回 の イ ベ ン ト か ら

お知らせ
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②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。

生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

以上のことに取り組んでいます。
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

限られた資源を
大切にしましょう

＊都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

場　　所 対象催　し　物　名 主 催 者 ・ 問 合 せ開始時刻６月

調理実習室

美術工芸室

図 書 室

視聴覚ホール

１階ロビー

美術工芸室

視聴覚ホール

図 書 室

視聴覚ホール

美術工芸室

視聴覚ホール

多目的ホール

１階ホワイエ

美術工芸室

視聴覚ホール

和 室

美術工芸室

視聴覚ホール

美術工芸室

視聴覚ホール

図 書 室

申込者

申込者

自 由

申込者

自 由

申込者

申込者

自 由

申込者

申込者

申込者

自 由

自 由

申込者

申込者

自 由

申込者

申込者

申込者

申込者

自 由

シチューパン作り教室

こども生け花教室

おはなし会

ジュニアコーラス

広美会「ちぎり絵展」（～23日）

ワンダーランド

ジュニアコーラス

おはなし会

ジュニアコーラス

ワンダーランド

ジュニアコーラス

青少年健全育成大会

七夕飾りを作ろう！（～7月7日）

ワンダーランド

ジュニアコーラス

夏のおはなし会スペシャル

苔玉作り教室

ジュニアコーラス

ワンダーランド

ジュニアコーラス

おはなし会

生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター
広美会
生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習課　☎（75）3649
生涯学習センター

生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター

９：３０
９：３０
１０：３０
１０：００
１３：００
９：００
１０：００
１０：３０
１６：３０
９：００
１０：００
１３：００
１３：００

９：００
１０：００
１０：３０
９：３０
１０：００
９：００
１０：００
１０：３０

火

土

火

土

土

土

火

土

日

土

土

2

6

9

13

20

27

30

4

5

11

18

場　　所 開始時刻 対象7月（前半） 催　し　物　名 主 催 者 ・ 問 合 せ

※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

日
4
11
18
25

月

5
12
19
26

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金 土
7月

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

日 月

7
14
21
28

1
8
15
22
29

火
2
9
16
23
30

水
3
10
17
24

木
4
11
18
25

金 土
6月

5
12
19
26

6
13
20
27



広報やまきた　平成27年6月号　No.724 14

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内
利用時間は、９：００～１８：００です。
（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
静かに学習をしたい方は、２階のまなび室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
休館日の図書の返却は、生涯学習センター入口横の図書返却ポストをご利用ください。
（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
インターネットで図書室の蔵書・DVDの検索・予約ができます。
アドレスは、パソコン用　ｈｔｔｐ：//ｙａｍａｋｉｔａ-ｌｉｂ．ｊｐ/
　　　　　　携帯電話用　ｈｔｔｐｓ：//ｉｌｉｓｏｄ００１．ａｐｓｅｌ．ｊｐ/ｙａｍａｋｉｔａ-ｌｉｂ/ｗｏｐｃ/ｐｃ/ｍＳｒｖ？ｄｓｐ＝ＴＰ

携帯サイトの
案内はこちら

●日　程・内　容
①　６月　６日（土）
　絵本「ぎょうれつぎょうれつ」ほか
　（おはなしボランティア「クローバー」）
②　６月２０日（土）
　紙芝居「むくむくぽっかりほんわりこ」ほか
　（おはなしボランティア「えほんまる」）

●時　間　10：30～11：00
●場　所　親子室（図書室内）
　楽しいおはなしをたくさん用意してお待ちして
います。ぜひお越しください！

☆ 今月の新着本案内 ☆
◆ 一 般 書

書　　　名 著  者  名　等
過ぎ去りし王国の城
孫物語
武道館
田園発港行き自転車　上・下
太宰治の辞書

ほか

宮　部　みゆき
椎 名 　 誠
朝　井　リョウ
宮 本 　 輝
北 村 　 薫

ほか

◆ 児 童 書
書　　　名 著  者  名　等

えほん障害者権利条約
夏目漱石、読んじゃえば？
よのなかを変える技術
リンドバーグ
動物の骨

里 　 圭
奥 泉 　 光
今 　 一 生
ト―ベン・クールマン
ロブ・コルソン

夏のおはなし会スペシャル！夏のおはなし会スペシャル！

『時計や時間』
今月のおすすめ本今月のおすすめ本今月のおすすめ本

　６月１０日は「時の記念日」です。
　天智天皇の時代のこの日、日本で初めて水時計
が宮中に設置されたことから、時間への認識を新た
にするために設けられました。
　今月は、これにちなんで「時間や時計」に関する
本を集めました。時間はとても大切なもの。失うこ
とはあっても再び手に入れることはできません。
　「流れゆく時間」を「豊かな時間」に変えるべく、
思いを巡らせてみませんか？

　７月４日（土）１０時３０分から１１時３０分ま
で、２階和室で行います。

　普段のおはなし会とはちょっと違った、スペ
シャルでしか味わえない『おはなし』が盛りだく
さんです。ぜひご家族やお友だちと一緒に遊び
にいらしてくださいね！
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4月1日から4月30日まで（小田原市消防本部）町内の災害等出動状況
火災 0件 救急 44件 救助 ２件
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※今回の掲載分は、平成２７年４月１６日から平成２７年
　５月１５日までに受付したものです。
　なお、希望された場合のみ掲載しています。

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

萩　原　　茂　川　昌　一（男）７９歳　本　人

透　間　　山　﨑　孝　良（男）８８歳　　〃

根　下　　玉　置　道　惠（女）８６歳　郁　夫

尺里東　　成　澤　キクエ（女）９０歳　岩　夫

川西平山　　福　野　トミ子（女）８９歳　　武

尾　崎　　石　田　シユン（女）９３歳　左千雄

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

は る と

上本村　齊　藤　悠　人（男）亮　介・のぞみ

山北
三保　

　12.2℃
　13.4℃

（15.8℃）
（12.9℃）

4月の平均気温

町の人口と世帯 （5月1日 現在）
（　）内は前月比

5,501人　
5,779人　
11,280人　
4,289世帯

（－17人）
（－17人）
（－34人）
（－1世帯）

男
女
計

世帯数

※（　）内は平成26年の数値

4月の降雨量
山北
三保　

183mm（151mm）
179mm（159mm）

６／　６　　社会福祉大会

　　　７　　酒匂川統一美化キャンペーン

　　１６～１９　第２回議会定例会
　　２７　　青少年健全育成大会

６／　６　　社会福祉大会

　　　７　　酒匂川統一美化キャンペーン

　　１６～１９　第２回議会定例会
　　２７　　青少年健全育成大会

ふるさと応援寄附金として

　　　　　尾崎　哲也　様　10,000円

広報５月号の「歌会詠草」にて作者名の記載漏れがありましたのでおわびいたします。
「枝垂れ梅咲き初めたわね」と言はれ庭の梅仰ぐ　申告未だ　　　内　田　洋　子

お わ び
いまし　だ
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今月の表紙 関連：16ページ「大野山開き」
　今月号の表紙は、４月２９日に行われた大野山開きで無料配布された牛乳を受け取る親子の様子です。　山頂まで頑張って登り、飲む牛乳の味は格別で、とても良い思い出になったのではないでしょうか。

本格的な登山シーズン到来

大野山開き開催!!

おいしいおイモができるかな？

　４月29日、共和地区にある大野山山頂で、登山者の安全を祈願す
る大野山開きが開催されました。当日は多くのハイカーや家族連れ
が山頂に訪れ、コーラスグループの美しいハーモニーやフォルク
ローレの陽気な音色に耳を傾け穏やかな一日を楽しんでいました。
　また、毎年恒例の牛乳の無料配布には長蛇の列ができ、1,000個
用意された牛乳はあっという間になくなってしまいました。

4／29

やまきたアルバム

フォルクローレの
陽気な音色がこだまする

登山者の安全を祈願 ▼

牛乳の無料配布には長蛇の列▼

●

●み
んなで

楽しいひと時

●
●

　５月12日に向原保育園、14日に岸幼稚園、18日に
わかば保育園、山北幼稚園の園児たちがそれぞれ、
さつまいもの苗を植え付けました。
　苗の植え方を教わった園児たちは、「おいしいおイ
モができますように！」
と願いを込めて植え付け
ました。秋の収穫が待ち
遠しいですね。


